
１．目標　地学的な事物・現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験な
どを行い，地学的に探究する能力と態度を育てるとともに，地学の基本的な概念や原理・
法則の理解を深め，科学的な自然観を育成する。

２．内容 ３．内容の取扱い

⑴　地球の概観
　地球の形状や内部構造を観察，実験な
どを通して探究し，地球の概観を理解さ
せる。
ア　地球の形状
ア　地球の形と重力
　地球の形状と重力とのかかわりを理
解すること。
イ　地球の磁気
　地磁気の特徴とその働きを理解する
こと。

イ　地球の内部
ア　地球の内部構造
　地震波の伝わり方に基づいて地球内
部の構造を理解すること。
イ　地球内部の状態と物質
　地球内部の温度，密度，圧力及び構
成物質の組成について理解すること。

ウ　地球の概観に関する探究活動
　地球の概観に関する探究活動を行い，
その学習内容の理解を深めるとともに，
地学的に探究する能力を高めること。

⑵　地球の活動と歴史
　地球に見られる様々な事物・現象を観
察，実験などを通して探究し，地球の活
動と歴史を理解させる。
ア　地球の活動
ア　プレートテクトニクス
　プレートテクトニクスとその成立過
程を理解すること。
イ　地震と地殻変動
　プレート境界における地震活動の特
徴とそれに伴う地殻変動などについて
理解すること。
ウ　火成活動
　マグマの発生と分化及び火成岩の形
成について理解すること。
エ　変成作用と変成岩
　変成作用や変成岩の特徴及び造山帯
について理解すること。

イ　地球の歴史
ア　地表の変化
　風化，侵食，運搬及び堆積の諸作用
による地形の形成について理解するこ
と。
イ　地層の観察
　地層に関する野外観察や実験などを
通して，地質時代における地球環境や
地殻変動について理解すること。
ウ　地球環境の変遷
　大気，海洋，大陸及び古生物などの
変遷を基に地球環境の移り変わりを総
合的に理解すること。
エ　日本列島の成り立ち
　島弧としての日本列島の地学的な特
徴と形成史を理解すること。

ウ　地球の活動と歴史に関する探究活動
　地球の活動と歴史に関する探究活動を
行い，その学習内容の理解を深めるとと
もに，地学的に探究する能力を高めるこ
と。

⑶　地球の大気と海洋
　地球の大気と海洋の事物・現象を観察，
実験などを通して探究し，大気と海洋の
構造や運動を理解させる。
ア　大気の構造と運動
ア　大気の構造
　大気の組成と構造を理解すること。
イ　大気の運動と気象
　大循環と対流による現象及び日本や
世界の気象の特徴を理解すること。
イ　海洋と海水の運動
ア　海洋の構造
　海水の組成と海洋の構造を理解する
こと。
イ　海水の運動
　海水の運動や循環及び海洋と大気の
相互作用について理解すること。
ウ　地球の大気と海洋に関する探究活動
　地球の大気と海洋に関する探究活動
を行い，その学習内容の理解を深める
とともに，地学的に探究する能力を高
めること。

⑷　宇宙の構造
　宇宙に関する事物・現象を観察，実験
などを通して探究し，宇宙の構造につい
て理解させる。
ア　太陽系
ア　地球の自転と公転
　地球の自転と公転の証拠となる現象
を理解すること。
イ　太陽系天体とその運動
　太陽系天体の特徴と惑星の運動を理
解すること。
ウ　太陽の活動
　太陽の活動と内部構造を理解するこ
と。
イ　恒星と銀河系
ア　恒星の性質と進化
イ　銀河系の構造
　銀河系の構成天体とその分布につい
て理解すること。
ウ　銀河と宇宙
ア　様々な銀河
　様々な銀河の存在や銀河の後退運動
を理解すること。
イ　膨張する宇宙
　現代の宇宙像の概要を理解すること。
エ　宇宙の構造に関する探究活動
　宇宙の構造に関する探究活動を行い，
その学習内容の理解を深めるとともに，
地学的に探究する能力を高めること。
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⑴　内容の構成及びその取扱いに当たっては，
次の事項に配慮するものとする。

ア　「地学基礎」との関係を考慮しながら，地
学の基本的な概念の形成を図るとともに，地
学的に探究する方法の習得を通して，科学的
な思考力，判断力及び表現力を育成すること。

イ　「探究活動」においては，「地学基礎」の３
の⑴のイと同様に取り扱うこと。

⑵　内容の範囲や程度については，次の事項に
配慮するものとする。

ア　内容の⑴のアのアについては，地球楕円体
や地球表面における重力を扱い，ジオイドや
重力異常にも触れること。イについては，地
磁気の三要素及び磁気圏と太陽風との関連を
扱うこと。また，地磁気の原因と古地磁気に
も触れること。

　　イのアについては，走時曲線を扱い，地震
波トモグラフィーにも触れること。イについ
ては，アイソスタシーも扱うこと。また，放
射性同位元素の崩壊など地球内部の熱源にも
触れること。

イ　内容の⑵のアのアについては，マントル内
のプルームも扱うこと。イについては，世界
の地震帯の特徴をプレート運動と関連付けて
扱うこと。また，日本列島付近におけるプレー
ト間地震やプレート内地震の特徴も扱うこと。
地殻変動については，活断層と地形との関係
にも触れること。ウについては，多様な火成
岩の成因をマグマの分化と関連付けて扱うこ
と。また，島弧－海溝系における火成活動の
特徴をプレート運動と関連付けて触れること。
エについては，造山帯の特徴を安定地塊と対
比させて扱うこと。

　　イのアについては，段丘や海底堆積物も扱
うこと。イについては，地層や化石に基づい
て過去の様子を探究する方法を扱うこと。ま
た，地質図の読み方の概要を扱うこと。ウに
ついては，放射年代も扱うこと。エについて
は，日本列島の形成史を地形や地質の特徴に
基づいてプレート運動と関連付けて扱うこと。
また，付加体も扱うこと。

ウ　内容の⑶のアのアの大気の「組成」につい
ては，大気中の水分も扱うこと。大気の「構造」
については，各圏の特徴と大気における熱収
支を扱うこと。イの「大循環」による現象に
ついては，偏西風波動と地上の高気圧・低気
圧との関係も扱うこと。「対流」による現象
については，大気の安定・不安定にも触れる
こと。「日本や世界の気象の特徴」については，
人工衛星などから得られる情報も活用し，大
気の大循環と関連させて扱うこと。また，気
象災害にも触れること。内容のイのアの「海
洋の構造」については，水温と塩分の分布と
の関係を中心に扱うこと。イの「海水の運動
や循環」については，波浪や潮汐も扱うこと。
「海洋と大気の相互作用」については，地球
上の水の分布と循環にも触れること。

エ　内容の⑷のアのアの「自転」については，
フーコーの振り子を扱うこと。「公転」につ
いては，年周視差と年周光行差を扱うこと。
また，時刻と太陽暦にも触れること。イの「太
陽系天体の特徴」については，観測や探査機
による研究成果を踏まえて特徴を扱うこと。
「惑星の運動」については，視運動及びケプ
ラーの法則とその発見過程を扱うこと。ウに
ついては，活動周期や地球への影響も扱うこ
と。

　　イのアの恒星の「性質」については，距離，
絶対等級，半径，表面温度，スペクトル型及
び質量を扱うこと。恒星の「進化」について
は，ＨＲ図を扱い，質量により恒星の進化の
速さ，恒星の終末及び生成元素が異なること
も扱うこと。イの「銀河系の構成天体とその
分布」については，恒星の進化と関連付けて
扱うこと。また，銀河系の回転運動にも触れ
ること。

　　ウのアについては，銀河までの距離の求め
方や銀河が形により分類できることも扱うこ
と。「銀河の後退運動」については，ハッブ
ルの法則も扱うこと。イについては，ビッグ
バンの証拠や宇宙の年齢も扱うこと。

� ○11


